
校名

校長名

日時

会場

西山　大輔　・　渕上　直美

松井　宏貴　・　磯野　恵梨　・　田中　康博　・　西川　佳秀

髙田　智哉　・　山田　耕司　・　新木　亜美　・　知識　友輔　

府立長吉高等学校　会議室

出席者(委員）

開催場所

濵名　猛志会長　・　真野　正道委員

学校運営協議会　議事録

府立　　長吉高等　　学校

原田　信尚

開催日時 令和 ５ 年 ６ 月 24 日（土）　　10:00　　～　　12:00　　

南　 　義徳委員　・　柴田　好子委員

次回の会議日程

令和 ５ 年度 11 月 15 日（水）   14:00より

府立長吉高等学校　会議室

原田　信尚（校長）　・　草野　和夫（教頭）　・　中野　芳子（教頭）

傍聴者

議題等(次第順）

１　開会のあいさつ（校長より）
２　委員と出席者の紹介
３　資料説明
４　報告
　　①ES（エンパワメントスクール）６期生　卒業生の進路状況
　　②ES９期生　新入生の状況報告
　　③令和４年度学校評価及び令和５年度学校経営計画について
　　④長吉高校のSWOT分析
　　⑤スクールポリシー策定について
５　協議
　　「長吉高校のスクールポリシーについて」
６　閉会のあいさつ（校長より）

【協議内容】
　昨年度策定した「スクールミッション」をもとに、スクールポリシー(高校の入口から出口までの教育活動の指針）
について議論した。スクールポリシーとは、「生徒にどのような資質・能力を育成することをめざすか（グラデュエー
ション）」・「そのための教育課程（カリキュラム）の編成」・「入学時に期待される生徒像（アドミッション）」である。策
定に向けて、「一人ひとりを大切にする長吉高校」であり、これまで49年の歴史を大切にしていく、この点を抑えた
提示案に対して、概ね共感していただいた。
　学科改変９年を迎えたエンパワメントスクールの取り組みや、現在の生徒や教職員の実態を委員にお伝えし、
様々な意見交換ができた。例えば、長吉高校には、中学生時代には主体的に活動できていない生徒が多く進学
してきている。そういった生徒が活躍し、成長できる取り組みが必要。また、生徒の「自尊感情」を高める取り組み
が求められる。その点を踏まえながら、３点（グラデュエーション・カリキュラム・アドミッション）を更に深めて考えて
いくべき。また、課題として、「学びなおし」「手厚い進路指導」「多様性を尊重」は生徒へも理解されているが、それ
以外の取り組みや活動等の情報発信が重要。中学校でも「自分で高校を探しなさい」という指導をしており、家で
も探すことができる状況（インターネット等）への情報発信できる仕組み作りに力を入れるべきなど貴重な意見を
いただいた。

協議内容・承認事項等（意見の概要）
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